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ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
に
お
け
る
被
害
者
補
償
制
度宮

沢

浩

一

は
　
じ
　
め
　
に

　
北
欧
諸
国
の
う
ち
、
経
済
的
に
最
も
恵
ま
れ
て
い
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
刑
事

政
策
的
諸
制
度
に
お
い
て
は
、
極
め
て
注
目
す
べ
き
多
く
の
実
験
が
行
な
わ
れ

　
　
（
1
）

て
い
る
。
今
目
に
お
い
て
．
西
欧
の
諸
国
は
、
多
く
の
視
察
団
を
送
り
こ
み
．

施
設
内
処
遇
、
施
設
外
の
社
会
復
帰
の
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
機
会
を
多
く

作
つ
て
い
る
。
一
方
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
も
、
研
究
者
や
実
務
家
が
国
際
的

な
会
議
に
出
席
し
、
そ
の
実
践
的
成
果
を
広
く
知
ら
せ
る
努
力
を
行
な
つ
て
い

る
。
最
近
で
も
、
昨
年
（
一
九
七
三
年
）
十
月
に
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た

比
較
法
学
会
に
お
い
て
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
の
ハ
ン
ス
・
ト
ル
ソ
ス
テ
ッ

ト
教
授
（
国
彗
の
誤
。
護
器
琶
が
、
日
数
罰
金
制
に
つ
い
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
状
況
を
報
告
し
た
し
、
本
年
五
月
三
〇
、
三
一
の
両
目
．
ウ
ィ
ー
ソ
で
開
催

さ
れ
た
ヨ
ー
・
ッ
パ
司
法
大
臣
会
議
（
一
八
国
が
参
加
の
由
）
の
席
上
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
司
法
大
臣
レ
ン
ナ
ル
ト
・
ガ
イ
エ
ル
（
訂
馨
鷺
⇔
Q
＆
＆
が
、
同

国
の
被
害
者
補
償
の
規
定
と
そ
の
改
正
の
計
画
に
つ
い
て
報
告
を
し
た
と
い

　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
被
害
者
補
償
制
度

（
2
）

う
。
こ
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
シ
ム
ソ
ソ
参
事
官
が
原
稿
の
独
訳
を
担
当
し

て
い
る
．
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
残
念
な
が
ら
、
両
報
告
と
も
入
手
し
て
い
な

い
の
で
、
内
容
を
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
北
欧
諸
国
の
法
制
度
は
、
言
語
的
な
障
磯
の
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お

い
て
も
、
な
か
な
か
正
確
な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る

が
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
事
情
に
加
え
て
、
地
理
的
な
障
磯
も
あ
つ

て
、
な
か
な
か
実
情
が
伝
わ
ら
な
い
ぎ
ら
い
が
あ
る
．

　
現
に
、
わ
が
国
で
、
被
害
者
補
償
に
つ
い
て
、
関
心
を
持
ち
、
か
な
り
の
情

報
量
を
持
つ
て
い
る
研
究
者
の
論
稿
に
も
、
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
も
近
い
う
ち
に

こ
れ
を
新
設
す
る
予
定
に
な
つ
て
い
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
程
度
し
か
、
伝

わ
つ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
別
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
．
正
確

　
　
（
3
）

で
は
な
い
．
す
で
に
、
一
九
七
一
年
に
、
「
被
害
者
補
償
に
関
す
る
勅
令
」
が

実
施
さ
れ
、
現
に
、
相
当
数
の
補
償
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
二
月
二
一
百
に
、
東
京
の
学
士
会
館
で
開
催
さ
れ
た
日
本
刑
法
学
会

第
四
七
回
大
会
の
第
二
目
目
の
「
被
害
老
学
と
被
害
者
補
償
制
度
」
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
　
（
八
八
五
）



　
　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
に
お
け
る
被
害
者
補
償
制
度

シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
の
席
上
に
お
い
て
、
私
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
で
集
め
た
同
国
の

「
被
害
者
補
償
制
度
」
に
関
す
る
知
見
を
、
若
モ
紹
介
し
た
。
そ
こ
で
の
討

論
の
要
約
は
、
刑
法
雑
誌
に
公
刊
さ
れ
る
筈
で
あ
る
が
、
編
集
の
都
合
で
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

だ
日
の
目
を
み
て
い
な
い
。

　
昨
年
八
月
二
五
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
、
私
は
ス
ウ
ェ
！
デ
ソ
を
再
訪
し

た
．
そ
の
旅
行
の
目
的
は
．
一
九
六
二
年
に
は
じ
め
て
同
国
の
土
を
ふ
み
、
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

年
保
護
の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
見
学
し
、
併
せ
て
、
一
九
六
二
年
に
公
布
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
（
6
）

「
新
児
童
福
祉
法
」
の
法
文
を
持
ち
帰
つ
た
経
験
を
ふ
ま
え
、
そ
の
後
の
一
二

年
間
に
、
さ
ら
に
発
展
し
た
矯
正
の
状
況
を
、
刑
務
所
を
中
心
と
し
て
視
察

し
、
併
せ
て
、
被
害
者
補
償
法
の
法
文
と
そ
の
運
用
の
状
況
を
学
ぶ
と
い
う
二

点
に
し
ぽ
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
幸
い
に
し
て
、
シ
ム
ソ
ソ
氏
の
好
意
的
な
仲
介

に
よ
り
八
月
二
八
日
に
、
司
法
省
を
訪
ね
、
ペ
ル
・
イ
ェ
ル
ム
ス
テ
ソ
参
事
官

（
唱
霞
『
震
ヨ
獣
窪
）
の
事
務
室
に
お
い
て
、
担
当
の
二
人
の
係
官
を
ま
じ
え

て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
被
害
者
補
償
法
の
内
容
と
そ
の
実
際
的
運
用
の
概
況
を

質
問
す
る
機
会
を
得
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
な
お
、
入
手
し
た
「
被
害
者
補
償
に
関
す
る
勅
令
」
（
資
料
n
）
及
び
「
申
請

　
　
　
　
（
8
）

書
」
の
用
紙
（
資
料
皿
a
．
b
）
は
、
日
本
に
送
り
、
東
京
家
庭
裁
判
所
の
坂
田

仁
調
査
官
の
協
力
を
得
て
、
日
本
語
の
仮
訳
の
作
成
が
同
氏
の
手
に
よ
り
出
来

上
つ
た
．
帰
国
後
、
同
氏
と
と
も
に
、
原
文
に
当
つ
て
一
応
の
訳
を
つ
け
て
み

た
が
、
こ
れ
の
全
容
を
、
本
稿
に
公
刊
す
る
こ
と
に
す
る
．

　
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
す
ぐ
れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
語
の
知
識
に
よ
つ
て
、

筆
者
の
研
究
に
多
大
の
援
助
を
お
し
ま
な
い
坂
田
調
査
官
に
対
し
て
、
心
か
ら

の
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
　
（
八
八
六
）

（
1
）
多
く
の
文
献
の
5
ち
、
特
に
、
森
下
忠
・
北
欧
に
お
け
る
保
安
処
分
、
保
安
処

分
の
研
究
、
＝
二
九
頁
以
下
、
同
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
矯
正
制
度
、
刑
法
改
正
と
刑

事
政
策
、
一
九
六
頁
以
下
、
吉
川
経
夫
・
北
欧
諸
国
に
お
け
る
保
安
処
分
制
度
、
法

学
志
林
六
八
巻
三
・
四
号
一
頁
以
下
、
同
・
北
欧
諸
国
、
平
場
・
平
野
編
・
刑
法
改

正
の
研
究
－
概
論
、
総
則
、
一
七
〇
頁
以
下
、
臼
井
滋
夫
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お

け
る
犯
罪
者
処
遇
の
実
情
と
刑
事
立
法
改
正
の
動
向
（
一
六
）
（
一
七
）
、
警
察
研
究

三
八
巻
八
号
六
七
頁
以
下
、
一
〇
号
七
三
頁
以
下
、
宮
沢
浩
一
・
一
九
六
五
年
ス
ウ

　
ェ
ー
デ
ン
新
刑
法
典
に
お
け
る
「
制
裁
」
に
つ
い
て
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
ニ
〇
二
号
四

頁
以
下
、
同
・
一
九
六
五
年
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
法
典
、
宮
沢
浩
一
・
坂
田
仁
・
ス
ウ

　
ェ
ー
デ
ン
少
年
法
制
、
少
年
法
改
正
資
料
一
九
号
、
シ
ム
ソ
ン
・
宮
沢
訳
・
ス
ウ
ェ

　！

デ
ン
の
刑
罰
観
と
犯
罪
者
処
遇
、
法
律
時
報
四
六
巻
六
号
唱
二
〇
頁
以
下
。

（
2
）
　
一
九
七
四
年
六
月
六
日
付
、
シ
ム
ソ
ン
氏
の
私
信
に
よ
る
。

（
3
）
宮
沢
浩
一
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
「
被
害
者
補
償
制
度
」
に
つ
い
て
、
法
学
研
究

　
四
七
巻
五
号
五
二
頁
．

（
4
V
刑
法
雑
誌
一
九
巻
四
号
所
収
予
定
。

（
5
）
　
宮
沢
浩
一
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
に
お
け
る
非
行
少
年
問
題
と
そ
の
対
策
、
法
学
研

究
三
五
巻
八
号
一
頁
以
下
。
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
坂
田
仁
・
ス
ウ
ェ
ー
デ

　
γ
の
少
年
刑
務
所
と
少
年
福
祉
学
校
、
法
学
研
究
四
四
巻
八
号
二
五
頁
以
下
参
照
。

（
6
）
宮
沢
浩
一
・
坂
田
仁
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
新
児
童
福
祉
法
、
法
学
研
究

三
八
巻
一
一
号
五
一
頁
以
下
、
前
出
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
法
制
八
頁
以
下
に
再

録
。

（
7
）
因
毒
管
目
a
蓄
ざ
轟
牙
Φ
一
器
o
冒
霞
路
騨
巳
夷
薯
巴
ぎ
ぎ
鍔
巨
a
9

ま
り
冨
り
8
屋
寄
壁
冨
鷺
菖
α
鷺
ぼ
0
9
旧
鴨
く
窪
の
＆
①
8
儀
窪
H
o
。
鮎
茸
二
鴇
H
●

（
8
）
申
請
書
用
紙
は
、
生
存
被
害
者
の
分
は
緑
色
の
罫
で
あ
り
、
遺
族
用
の
用
紙
は

　
こ
げ
茶
色
の
罫
で
あ
る
。



一

「
被
害
者
補
償
制
度
」
の
発
展

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
に
お
い
て
も
、
他
の
諸
国
と
同
様
に
、
被
害
者
補
償
制
度
の

最
初
の
形
態
は
、
「
刑
事
補
償
法
」
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
。
本
稿
の
付
録
と

し
て
訳
出
し
た
「
有
罪
で
な
い
の
に
勾
留
さ
れ
ま
た
は
処
罰
さ
れ
た
者
に
対

し
、
一
定
の
場
合
に
補
償
す
る
こ
と
に
関
す
る
法
律
（
一
九
四
五
年
四
月
；
百

　
　
　
　
　
す
）

法
律
第
一
一
八
号
）
」
が
そ
れ
で
あ
る
（
資
料
I
a
）
。
こ
の
法
律
は
、
そ
の
後
、

二
度
に
わ
た
つ
て
ご
く
わ
ず
か
な
部
分
改
正
を
加
え
ら
れ
て
い
る
．
一
つ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

一
九
五
八
年
一
月
一
〇
日
、
法
律
第
二
二
号
で
あ
り
（
資
料
I
b
）
、
他
は
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

九
六
四
年
三
月
二
〇
目
、
法
律
第
一
九
八
号
で
あ
る
（
資
料
I
c
）
。
一
九
五
八

年
の
改
正
は
、
補
償
に
関
す
る
請
求
手
続
に
つ
い
て
、
規
定
を
簡
明
に
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
一
九
六
四
年
の
改
正
は
、
一
九
六
二
年
に
公
布
さ
れ
た
ス
ウ
ェ

ー
デ
ソ
刑
法
典
に
お
い
て
、
制
裁
の
種
類
が
拘
禁
と
罰
金
の
代
替
自
由
刑
と
さ

れ
た
の
に
伴
つ
て
修
正
の
必
要
が
生
じ
た
た
め
の
改
正
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
に
お
い
て
は
、
着
々
と
社
会
福
祉
法
制
が
整
備
さ

れ
、
各
種
の
保
険
や
年
金
の
支
給
に
よ
り
、
犯
罪
の
被
害
者
に
対
し
て
、
そ
の

身
体
的
な
損
害
に
つ
い
て
補
填
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
も
と
よ
り
、

保
険
金
を
支
払
つ
た
限
度
内
で
の
給
付
で
あ
り
、
労
働
能
力
の
減
退
に
つ
い
て

の
補
填
は
、
各
種
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
る
者
に
限
ら
れ
て
い
た
．
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

方
、
民
事
賠
償
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
二
年
六
月
二
日
の
「
損
害
賠
償
法
」
が

公
布
さ
れ
、
同
年
七
月
一
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
賠
償
能
力
あ
る
加

害
者
か
ら
、
物
的
、
経
済
的
損
害
に
つ
い
て
賠
償
を
受
け
る
範
囲
が
拡
大
さ
れ

た
。
し
か
し
、
此
の
場
合
に
も
、
損
害
負
担
能
力
の
な
い
犯
罪
者
か
ら
、
金
銭

　
　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
被
害
者
補
償
制
度

的
な
焙
償
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
新
立
法
に
よ
つ
て
も
、
物
的
損

害
に
対
す
る
国
費
に
よ
る
補
償
を
制
度
化
す
る
必
要
性
が
依
然
と
し
て
残
つ
て

い
る
が
、
一
九
七
一
年
の
勅
令
で
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
犯
罪
に
よ
る
被

害
を
人
身
に
対
す
る
損
害
に
限
定
し
て
い
る
の
で
、
犯
罪
の
被
害
者
に
は
、
全

面
的
に
補
償
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
依
然
と
し
て
残
つ
て
い
る
．
シ

ム
ソ
ン
氏
か
ら
の
最
近
の
便
り
に
よ
る
と
、
被
害
者
補
償
の
可
能
性
は
、
人
身

に
対
す
る
損
害
か
ら
、
物
的
損
害
へ
と
拡
大
さ
れ
る
計
画
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
．
此
の
場
合
に
は
、
さ
し
当
つ
て
、
詐
欺
罪
と
横
領
罪
の
被
害
者
に
つ

い
て
補
償
の
可
能
性
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
う
．
も
つ
と
も
、
窃
盗
に
つ
い

て
は
、
損
害
を
保
険
に
よ
り
大
幅
に
カ
バ
ー
さ
れ
る
例
が
多
い
の
で
、
さ
し
当

つ
て
は
考
慮
の
外
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
財
産
的
損
害

の
場
合
に
は
、
被
害
者
が
不
当
な
利
得
を
う
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
人
身
に

対
す
る
損
害
の
補
償
の
場
合
よ
り
も
、
欺
隔
的
な
申
請
に
対
す
る
チ
ェ
ヅ
ク
の

方
法
の
点
で
、
多
く
の
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
難
問
が
残
つ
て
居
り
、
被

害
者
の
側
の
責
任
と
か
収
入
状
態
の
良
好
な
場
合
の
給
付
額
の
減
額
な
ど
の
措

置
も
考
慮
さ
れ
、
一
定
の
水
準
の
富
者
は
、
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
つ
た

配
慮
も
必
要
の
由
で
あ
る
．
さ
ら
に
、
申
請
の
受
理
機
関
と
し
て
、
現
在
で

は
、
司
法
省
が
こ
れ
に
当
つ
て
い
る
が
、
将
来
は
、
司
法
省
か
ら
独
立
し
た
官

署
の
手
に
よ
つ
て
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
、
制
度
が
改
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
．
も
つ
と
も
、
こ
れ
ら
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
、
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

写
真
の
作
成
の
段
階
で
あ
る
と
い
う
。

（
9
）
幹
曾
路
象
馬
魯
巨
品
ω
鋸
巨
一
轟
這
臨
写
目
。
。
い
轟
§
Φ
り
聾
け
巳
畠

ぞ
冨
亀
毘
鉾
畠
尊
一
臼
讐
げ
似
騨
＆
①
①
一
一
臼
象
唐
鼠
巳
■
中
醍
一
く
窪
望
8
導
。
巨
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
　
　
（
八
八
七
）



　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
被
害
者
補
償
制
度

　
巴
o
騨
α
o
ロ
一
ω
即
實
昌
一
逡
9

（
1
0
）
　
o
Q
＜
曾
爵
男
驚
岳
辞
巳
づ
撃
器
巨
一
ぎ
㎎
一
〇
㎝
o
o
乞
吋
お
ピ
轟
即
づ
恩
o
且
Φ
ぎ
㌣

　
り
ぽ
頓
一
一
品
魯
山
魯
一
ω
碧
匡
一
一
逡
帆
（
頃
一
一
〇〇
）
o
鍔
霞
路
暮
巳
ロ
㎎
一
く
㎡
器
h
緯
一

　
騨
。
ω
与
一
＆
讐
茎
辟
鑑
Φ
Φ
一
一
①
吋
3
目
鼠
き
b
●
甲
o
q
一
ぎ
づ
幹
。
良
げ
。
一
墓
・
一
。
詳

　
α
窪
一
〇
廿
ロ
“
畦
一
一
〇
q
oo
D

（
1
1
）
　
ω
く
Φ
拐
犀
司
α
匡
魯
ぎ
冒
撃
器
ヨ
一
一
β
㎎
お
①
“
乞
り
お
o
o
■
即
㎎
”
β
讐
窪
山
o
麟
p
㌣

　層

＆
牙
留
一
器
即
く
鱒
o
畠
ω
留
冨
鷺
ロ
α
魯
　
お
碧
匡
一
一
逡
㎝
（
奪
目
oo
）
o
舅

　
零
鼠
詳
巳
轟
一
く
一
・
舞
｛
巴
一
鋒
。
の
尊
巨
讐
湿
騨
匿
Φ
⑦
一
一
R
象
巨
畠
芦
自
’
一

　αq

貯
魯
禦
8
醇
o
ぎ
・
馨
詳
q
曾
8
9
零
・
一
霧
↑
注
8
・
9
・
1
0
は
、
法
務
省
刑

　
事
局
の
委
嘱
を
う
け
、
邦
訳
を
し
て
提
出
し
た
が
、
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
．

（
1
2
）
警
⑩
塁
犀
頴
匡
彗
ぎ
冒
鵯
雷
鍔
｝
一
夷
一
〇
認
Z
り
8
刈
留
毘
Φ
皿
鼠
邑
ω
一
農
“

　
讐
＜
9
幹
8
浮
。
一
器
旨
詳
α
窪
邸
冒
巳
お
認
・
な
お
、
此
の
法
律
に
つ
い
て
も
、

　
他
日
、
邦
訳
し
て
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
1
3
）
注
2
に
あ
げ
た
私
信
．
な
お
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
犯
罪
者
処
遇
法
（
行
刑

　
法
）
が
、
一
九
七
四
年
四
月
一
九
日
に
国
会
を
通
過
し
た
。
ピ
品
。
目
幕
蚤
犀
巳
農

　奨馨

鍔
翰
置
糞
騨
及
び
ピ
品
o
目
5
ぎ
ぼ
巴
轟
旨
一
彗
馨
亀
け
。
が
こ
れ
で
あ

　
る
．
司
法
省
の
イ
ェ
ル
ム
ス
テ
ン
参
事
官
か
ら
、
国
会
提
出
の
最
終
草
案
を
去
年
、

　
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
入
手
し
、
仮
訳
を
つ
け
て
い
た
が
、
今
回
の
法
律
は
、
か
な
り

　
手
直
し
を
し
て
い
る
．
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
も
、
な
る
べ
く
早
い
機
会
に
、
邦

　
訳
し
、
公
刊
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
二
　
　
「
被
害
者
補
償
制
度
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
運
用
の
現
況

　
司
法
省
に
お
け
る
質
疑
で
知
り
得
た
事
実
の
う
ち
、
比
較
法
制
上
、

な
る
と
思
わ
れ
る
問
題
点
に
つ
い
て
、
左
に
列
挙
し
て
み
た
い
。

参
考
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
　
　
（
八
八
八
）

　
①
犯
罪
の
被
害
者
に
対
す
る
金
銭
的
な
援
助
の
法
制
度
は
、
多
様
な
側
面
か

ら
考
慮
さ
れ
た
．
ま
ず
、
一
般
的
な
損
害
賠
償
法
の
整
備
に
つ
い
て
二
十
数
年

前
か
ら
準
備
が
な
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
成
果
と
し
て
現
わ
れ
た
の
が
、
前
に

指
摘
し
た
「
新
損
害
賠
償
法
」
（
一
九
七
二
年
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
に

よ
つ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
者
は
、
比
較
的
経
済
的
に
恵
ま
れ
た
犯
罪
者
に
よ
つ
て

攻
撃
さ
れ
た
被
害
者
で
あ
る
．
多
く
の
犯
罪
者
は
、
財
産
を
持
つ
て
い
な
い
の

で
、
切
角
の
「
損
害
賠
償
法
」
も
、
こ
れ
ら
の
「
貧
困
な
犯
罪
者
」
か
ら
被
害

を
受
け
た
者
を
助
け
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
．

　
一
方
、
各
種
の
保
険
制
度
は
、
ス
ウ
ニ
ー
デ
ソ
の
福
祉
政
策
が
充
実
す
る
に

伴
つ
て
、
多
岐
に
わ
た
り
市
民
生
活
を
保
障
す
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。
こ
と

に
．
家
庭
保
険
（
浮
ぎ
ぎ
邑
9
零
盲
晩
）
が
普
及
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
約
八
○

％
の
人
々
の
生
活
が
こ
れ
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
に
至
つ
た
．
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
の

人
口
は
、
現
在
約
八
○
○
万
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
成
人
は
、
約
三
六
〇
万

人
で
あ
る
．
保
険
制
度
は
．
他
の
国
と
比
べ
て
、
は
る
か
に
充
実
し
て
い
る

が
、
殊
に
、
此
の
家
庭
保
険
の
実
用
化
に
よ
り
、
市
民
生
活
が
効
果
的
に
支
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
れ
に
加
入
し
て
い
る
家
庭
で
は
、
被
保
険
者
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
家
族
に
対
し
て
も
、
給
付
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
保
険

の
範
囲
は
．
生
命
・
身
体
に
対
す
る
損
害
は
も
と
よ
り
、
一
定
の
限
度
で
、
侵

入
窃
盗
な
ど
に
よ
り
生
じ
た
物
的
損
害
も
填
補
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
．

保
険
制
度
に
よ
る
損
害
の
填
補
は
、
保
険
の
性
質
上
、
保
険
料
の
額
に
よ
つ
て

は
、
給
付
額
が
少
な
い
場
合
や
何
ら
か
の
事
情
に
よ
つ
て
、
保
険
契
約
を
締
結

し
え
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
に
よ
る
救
済
は
得
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
最
近
の

健
康
保
険
法
の
改
正
で
欠
陥
が
除
か
れ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
つ
い
最
近
ま
で
．



歯
の
治
療
に
対
し
て
は
、
健
康
保
険
の
給
付
は
な
か
つ
た
と
い
う
か
ら
、
犯
罪

人
の
攻
撃
に
よ
り
、
歯
を
折
つ
た
り
し
た
者
に
対
す
る
歯
科
治
療
は
、
健
康
保

険
に
よ
り
カ
バ
ー
さ
れ
な
か
つ
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
右
の
よ
う
に
、
損
害
賠
償
法
や
保
険
制
度
に
よ
つ
て
保

護
さ
れ
な
い
「
被
害
者
」
の
気
の
毒
な
状
況
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
法
的
救
済

の
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
慮
が
、
新
ら
し
い
タ
イ
プ
の
法
制
度
を
生
む
現
実
的

契
機
と
な
つ
た
。

　
②
こ
の
種
の
「
被
害
者
救
済
制
度
」
に
つ
い
て
の
論
議
も
、
二
十
数
年
前
か

ら
活
発
に
交
わ
さ
れ
、
一
般
人
の
間
で
も
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

　
当
初
、
正
式
の
法
制
度
検
討
機
関
で
あ
る
「
シ
ュ
リ
ュ
イ
タ
ー
委
員
会
」
に

お
い
て
、
当
時
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
実
用
化
さ
れ
て
い
た
罰
金
を
基
金

と
し
て
、
国
家
が
被
害
者
に
賠
償
を
支
払
う
の
に
利
用
す
る
と
い
う
制
度
も
検

討
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
方
式
は
、
す
で
に
、
一
九
一
二
年
の
フ
ェ
リ
ー
草
案

に
お
い
て
提
案
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
近
時
に
い
た
り
、
国
会
議

員
の
有
志
の
間
で
も
、
犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
各
種
の
提
案
が
な
さ
れ
、
そ
の

際
、
犯
罪
の
被
害
を
受
け
た
老
の
悲
惨
な
状
態
を
指
摘
し
、
国
家
が
損
害
賠
償

を
犯
人
に
代
つ
て
支
払
う
よ
う
、
積
極
的
に
介
入
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
要
求

が
出
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
司
法
省
内
に
お
い
て
．
此
の
問
題
が
検
討
さ
れ
た
過
程
に
お
い
て

は
、
国
家
が
犯
罪
の
被
害
に
対
し
て
責
め
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
一
般
規

定
を
設
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
傾
き
、
そ
の
代
り
に
、
こ

の
法
制
度
の
基
礎
に
は
、
社
会
的
な
理
由
と
人
道
的
な
理
由
と
が
置
か
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
さ
れ
た
．
も
つ
と
も
、
右
の
う
ち
、
社
会
的
な
理
由
に
つ
い
て

　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
被
害
者
補
償
制
度

は
、
こ
れ
を
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
か
え
つ
て
不
満
感
が
生
じ
る
と

し
て
反
対
す
る
声
が
強
か
つ
た
．
力
点
は
、
従
つ
て
、
犯
罪
の
被
害
を
う
け
、

作
業
能
力
を
減
じ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
生
活
状
態
が
苦
し
く
な
つ
た
気
の
毒

な
被
害
者
の
生
活
を
防
衛
す
る
と
い
』
う
「
人
道
的
な
観
点
」
に
置
か
れ
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
の
考
慮
の
結
果
生
れ
た
制
度
1
そ
の
法
的
基
礎
は
、
法
律
で
は
な

く
て
、
勅
令
の
形
を
と
り
、
あ
く
ま
で
も
暫
定
的
、
試
験
的
な
性
格
を
も
つ

ー
は
、
さ
し
当
つ
て
、
「
特
殊
な
事
例
に
つ
い
て
、
副
次
的
な
救
済
手
段
」

と
考
え
ら
れ
て
い
る
．
つ
ま
り
、
各
種
の
社
会
福
祉
制
度
、
保
険
に
よ
る
給
付

を
ま
ず
考
慮
し
、
そ
れ
を
補
う
形
で
用
い
ら
れ
る
と
い
う
体
裁
を
と
つ
て
い

る
。
従
つ
て
、
そ
の
要
件
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
緊
急
の
必
要

が
あ
り
、
か
つ
重
大
な
被
害
を
受
け
た
事
件
」
に
限
つ
て
用
い
ら
れ
る
の
で
あ

る
．
そ
の
法
律
関
係
は
、
被
害
者
に
「
請
求
権
」
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
て
、
具
体
的
事
情
を
勘
案
し
て
給
付
を
決
定
す
る
と
い
う
「
裁
量
事
項
」

で
あ
る
と
観
念
さ
れ
て
い
る
．
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
勅
令
の
第
三
条
に
、
は

つ
き
り
と
．
「
国
王
が
こ
れ
を
審
査
す
る
」
と
い
う
文
言
を
用
い
て
、
「
裁
量
行

為
」
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
．
実
務
上
、
被
害
者
か
ら
提
出
さ
れ
る

「
申
請
額
」
は
、
慰
謝
料
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
③
現
在
で
は
、
第
一
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
人
身
被
害
」
に
限

定
さ
れ
て
い
る
。
も
つ
と
も
、
こ
こ
に
い
う
「
人
身
損
害
（
冨
毯
琶
惹
琶
」
と

い
う
概
念
は
、
「
人
に
対
す
る
罪
」
（
例
え
ば
、
殺
人
、
暴
行
、
傷
害
）
の
被
害
よ
り

も
広
く
、
例
え
ば
、
強
盗
犯
人
の
用
い
た
暴
行
に
よ
り
受
け
た
「
人
身
損
害
」
、

強
姦
の
被
害
者
の
身
体
に
加
え
ら
れ
た
「
人
身
損
害
」
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
　
　
（
八
八
九
）



　
　
　
ス
ウ
ェ
：
デ
ン
に
お
け
る
被
害
者
補
償
制
度

す
る
に
、
い
か
な
る
犯
罪
に
よ
る
か
と
い
う
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
被
害

者
に
、
い
か
な
る
人
身
損
害
が
生
じ
た
か
と
い
う
観
点
の
下
で
、
補
償
の
必
要

性
が
検
討
せ
ら
れ
る
。

　
④
補
償
の
金
額
で
あ
る
が
、
第
二
条
第
二
項
に
あ
る
よ
う
に
、
三
〇
〇
ク
・

ー
ソ
（
約
二
万
三
千
円
）
以
下
の
補
償
は
認
め
ら
れ
な
い
。
補
償
金
額
の
上
限
に

は
制
限
が
な
い
が
、
勿
論
、
年
度
予
算
の
枠
内
で
支
払
わ
れ
る
と
い
う
事
柄
の

性
質
に
よ
る
制
約
は
あ
る
。
準
備
段
階
で
一
応
考
え
ら
れ
た
の
は
、
五
万
ク
・

ー
ン
（
三
百
七
十
五
万
円
）
程
度
の
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
と
い
う
。
〔
付
表
第
四
面
の
説

明
書
参
照
〕

　
此
の
制
度
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
犯
罪
の
被
害
を
受
け
た
者
の
生
活
上

の
支
障
を
除
去
し
よ
う
と
い
う
狙
い
で
出
来
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
犯
人
が
不

明
の
場
合
に
お
い
て
も
、
被
害
を
受
け
た
こ
と
の
証
明
が
な
さ
れ
さ
え
す
る
な

ら
ば
、
補
償
を
行
な
う
。

　
⑤
本
制
度
が
施
行
さ
れ
た
一
九
七
一
年
七
月
五
日
に
は
、
約
三
五
〇
件
の
申

請
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
、
約
二
三
〇
件
に
補
償
が
認
め
ら
れ
た
．

　
申
請
が
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
約
一
二
〇
件
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
を
み
る

と
、
六
〇
～
七
〇
件
は
、
一
九
七
〇
年
末
よ
り
も
以
前
に
発
生
し
た
事
件
に
か

か
る
申
請
で
あ
り
、
六
〇
件
に
つ
い
て
は
、
保
険
に
よ
る
給
付
が
充
分
に
な

さ
れ
、
本
制
度
に
よ
る
援
助
は
余
計
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
又
、
申
請
の
う
ち
、

三
〇
～
四
〇
件
に
つ
い
て
は
、
申
請
者
自
身
が
犯
罪
に
関
与
し
、
喧
嘩
闘
争
に

よ
つ
て
ま
ぎ
こ
ま
れ
た
と
い
う
理
由
に
よ
つ
て
却
下
さ
れ
た
。
右
の
二
三
〇
件

に
対
す
る
支
給
補
償
金
額
は
、
全
体
で
、
二
五
万
五
千
ク
ロ
ー
ン
（
約
一
千
九
百

万
円
）
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
　
　
（
八
九
〇
）

　
シ
ム
ソ
ソ
氏
の
手
紙
に
よ
る
と
、
一
九
七
二
・
七
三
会
計
年
度
に
お
い
て
は
、

全
部
で
二
四
〇
件
、
合
計
二
〇
万
ク
ロ
ー
ソ
（
約
一
千
五
百
万
円
）
で
あ
つ
た
。
政

府
が
計
上
し
、
支
出
を
予
定
し
て
い
た
金
額
は
、
年
間
二
〇
〇
万
ク
・
ー
ソ

（
約
一
億
五
千
万
円
）
で
あ
る
。
従
つ
て
、
立
法
者
が
当
初
考
え
て
い
た
よ
り
も
申

請
数
は
少
な
い
し
、
認
定
が
き
び
し
い
こ
と
が
分
る
。
も
つ
と
も
、
こ
れ
は
、

本
制
度
が
、
ま
だ
国
民
の
間
に
、
充
分
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
も
よ
る
で
あ

ろ
う
。

　
補
償
金
の
支
給
に
つ
い
て
、
若
干
の
事
例
を
あ
げ
る
と
、
最
高
額
は
．
四
万

八
千
ク
・
ー
ソ
（
約
三
百
六
十
万
円
）
で
あ
つ
て
、
犯
罪
老
の
攻
撃
に
よ
り
両
眼
を

失
明
し
た
者
に
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
平
均
し
て
、
五
〇
〇
ク
ロ
ー
ン
　
（
約

三
万
八
千
円
）
か
ら
一
千
ク
ロ
ー
ソ
（
約
七
万
五
千
円
）
と
い
つ
た
と
こ
ろ
で
あ

つ
て
、
犯
罪
に
よ
る
人
身
損
害
で
失
つ
た
労
働
報
酬
、
作
業
能
力
に
対
し
て
補

償
が
な
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
．
此
の
制
度
は
、
勤
務
中
に
負
傷
し
た
警
察
官
の
公
傷
に
対
し
て
も

支
払
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
寸
、
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
団
体
保
険
で
は
、
こ
の
場
合
に
給
付
が
な
い
の
で
本
制
度
に
よ
り
カ
バ

ー
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
い
う
。

　
⑥
欺
隔
的
申
請
に
対
す
る
考
慮
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
に
、
家
族
間
で

犯
さ
れ
た
人
身
損
害
に
つ
い
て
適
用
除
外
が
考
慮
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
場
合
に
は
、
初
め
か
ら
、
こ
の
種
の
制
約
は
設
け
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
勿
論
、
「
裁
定
」
に
当
つ
て
、
具
体
的
事
案

に
つ
き
、
慎
重
か
つ
厳
格
な
検
討
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
不
当
な
利
得
の
生

ず
る
こ
と
が
防
が
れ
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。



　
す
で
に
、
く
り
か
え
し
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
制
度
の
運
用
は
、
行
政
的
な

裁
量
行
為
で
行
な
わ
れ
る
か
ら
、
保
険
で
カ
バ
ー
し
て
も
、
金
額
的
に
不
足
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
き
は
、
保
険
料
に
併
せ
て
、
被
害
補
償
金
を
支
払
い
、

合
算
し
て
二
〇
万
ク
・
ー
ソ
（
約
一
千
五
百
万
円
）
ま
で
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
つ
て
い
る
と
い
う
。

　
⑦
最
後
に
、
第
五
条
に
、
補
償
金
の
支
払
い
を
う
け
た
者
は
、
補
償
の
限
度

額
内
で
、
加
害
者
に
対
す
る
刑
事
損
害
補
償
請
求
権
を
国
に
譲
渡
す
る
と
あ
る

が
、
国
家
は
こ
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
慎
重
で
あ
る
と
い

う
．
と
い
う
わ
け
は
、
こ
れ
を
強
行
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
犯
罪
人
の
社
会
復

帰
に
支
障
を
き
た
さ
し
め
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
の
刑
事
政

策
的
思
考
の
枠
を
越
え
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
．

　
勿
論
、
施
設
内
処
遇
を
受
け
て
い
る
犯
罪
老
が
、
任
意
に
、
作
業
報
酬
か
ら

被
害
者
に
損
害
賠
償
を
支
払
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
．
殊
に
、
テ
ィ
ル
ベ
ル
ガ

ー
刑
務
所
（
冒
諄
韻
＆
で
は
、
そ
こ
の
受
刑
者
に
対
し
て
、
世
問
並
み
の
賃

金
を
支
払
つ
て
い
る
か
ら
、
被
害
者
に
対
す
る
賠
償
、
自
分
の
家
族
へ
の
送

金
、
帰
休
で
帰
宅
す
る
際
の
土
産
物
購
入
、
出
所
後
の
生
計
費
の
積
立
金
．
所

内
小
遣
い
な
ど
に
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
は
、
例
外
的
な
場
合
で
あ
る
と
い
う
．

×

×

×

　
以
上
で
説
明
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
い
て
、
は
じ
め
て

「
被
害
補
償
制
度
」
を
法
制
化
し
、
現
に
実
行
し
て
い
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
状

況
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
つ
た
と
思
わ
れ
る
．
英
米
と
比
べ
る
と
、
実
用
化
の

　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
被
害
老
補
償
制
度

点
で
、
も
う
一
歩
と
思
わ
れ
る
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
九
七
二
年
に

法
制
化
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
「
被
害
補
償
制
度
」
と
比
べ
れ
ば
、
内
容
的

に
は
、
は
る
か
に
実
効
性
の
あ
る
制
度
で
あ
る
と
言
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
英
米
型
の
「
被
害
者
補
償
制
度
」
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
民
事
賠
償
の

国
家
に
よ
る
肩
代
り
」
と
い
う
性
格
を
持
つ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
場
合
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
同
様
、
社
会
福
祉
政
策
の
一
環
な
い
し

は
、
そ
れ
の
補
充
的
な
制
度
と
い
う
性
格
を
色
濃
く
持
つ
て
い
る
点
が
、
特
徴

的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
．

資
料
　
I
a

有
罪
で
な
い
の
に
勾
留
さ
れ
ま
た
は
処
罰
さ
れ
た
者
等
に
対
し
、

合
に
補
償
す
る
こ
と
に
関
す
る
法
律
（
u
夷
山
魯
冨
即
胃
一
二
逡
㎝
）

一
定
の
場

第
一
条
あ
る
者
が
犯
罪
の
被
疑
者
と
し
て
勾
留
さ
れ
か
つ
そ
の
者
が
当
該
犯

　
罪
に
関
し
無
罪
の
判
決
を
受
け
、
そ
の
者
に
対
し
て
提
起
さ
れ
た
公
訴
が
取

　
り
下
げ
ら
れ
、
ま
た
は
そ
の
者
に
対
す
る
公
訴
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
な
く
捜

　
査
が
中
止
さ
れ
た
と
き
は
、
以
下
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
他
の
結
果

　
が
生
じ
る
場
合
を
除
き
、
勾
留
お
よ
び
勾
留
に
引
き
つ
づ
き
拘
置
さ
れ
た
期

　
間
に
つ
き
、
そ
の
老
は
、
公
費
に
よ
り
、
拘
置
に
よ
つ
て
生
じ
た
自
由
の
侵

　
害
に
対
す
る
補
償
を
得
る
権
利
を
有
す
る
。
勾
留
に
関
す
る
右
の
規
定
は
、

　
二
四
時
間
以
上
、
犯
罪
の
被
疑
者
と
し
て
拘
置
さ
れ
、
ま
た
は
旅
行
禁
止
処

　
分
を
受
け
た
者
に
も
適
用
す
る
。

　
　
被
疑
者
が
捜
査
も
し
く
は
訴
追
を
回
避
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
　
（
八
九
一
）



　
　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
に
お
け
る
被
害
者
補
償
制
度

り
．
捜
査
も
し
く
は
訴
追
を
免
れ
よ
う
と
し
た
場
合
、
被
疑
者
が
証
拠
を
浬

滅
し
も
し
く
は
他
の
方
法
に
よ
り
事
案
の
調
査
を
困
難
な
ら
し
め
た
場
合
、

ま
た
は
被
疑
者
が
裁
判
所
の
内
外
に
お
け
る
虚
偽
の
陳
述
に
よ
り
、
も
し
く

は
悪
意
の
自
首
に
よ
り
、
ま
た
は
故
意
に
自
ら
勾
留
さ
れ
、
拘
置
さ
れ
も
し

く
は
旅
行
禁
止
処
分
に
付
さ
れ
る
よ
う
に
し
む
け
た
場
合
に
は
、
補
償
は
支

払
わ
れ
な
い
。
そ
の
他
の
場
合
で
あ
つ
て
、
情
況
に
よ
り
補
償
を
支
払
う
べ

ぎ
理
由
の
な
い
場
合
に
も
、
補
償
は
支
払
わ
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
　
（
八
九
二
）

第
四
条
　
補
償
は
、
失
わ
れ
た
労
働
収
入
、
そ
の
他
の
生
活
の
侵
害
お
よ
び
必

　
要
経
費
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
。
正
当
な
理
由
の
存
す
る
場
合
に
は
、
自
由

　
の
侵
害
に
伴
う
苦
痛
に
対
し
て
も
補
償
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
補
償
の
請
求
権
は
、
補
償
が
決
定
す
る
以
前
に
こ
れ
を
譲
渡
す
る
こ
と
は

　
で
き
な
い
。
補
償
請
求
権
者
が
補
償
決
定
以
前
に
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
遺

産
財
団
が
死
者
の
受
け
た
損
失
お
よ
び
必
要
経
費
に
対
す
る
補
償
請
求
の
申

　
立
を
提
起
す
る
権
利
を
有
す
る
。

第
二
条
懲
役
、
禁
固
ま
た
は
罰
金
の
代
替
刑
の
判
決
を
受
け
た
者
が
、
そ
の

　
全
部
ま
た
は
一
部
の
執
行
を
受
け
か
つ
そ
の
後
に
違
法
な
判
決
に
対
す
る
抗

　
告
ま
た
は
再
審
の
申
立
に
従
い
、
そ
の
者
を
無
罪
に
す
る
判
決
ま
た
は
そ
の

　
者
が
す
で
に
執
行
を
受
け
た
刑
よ
り
も
軽
い
刑
を
科
す
る
判
決
が
宣
告
さ
れ

　
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
は
、
後
に
釈
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
刑
の
全
部
ま

　
た
は
一
部
の
執
行
を
理
由
と
し
て
公
費
に
よ
る
補
償
を
受
け
る
権
利
を
有
す

　
る
．
た
だ
し
、
裁
判
所
の
内
外
に
お
け
る
虚
偽
の
陳
述
も
し
く
は
悪
意
の
自

　
首
に
よ
り
も
し
く
は
故
意
に
自
ら
実
刑
の
判
決
を
受
け
る
よ
う
し
む
け
た
場

　
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
条
前
二
条
の
規
定
の
う
ち
、
第
一
条
は
、
未
確
定
の
判
決
に
よ
り
強
制

　
教
育
処
分
の
た
め
の
施
設
ま
た
は
少
年
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
た
者
に
つ
い

　
て
、
第
二
条
は
、
確
定
判
決
に
よ
り
上
記
施
設
に
収
容
さ
れ
ま
た
は
治
療
処

　
分
も
し
く
は
抑
留
処
分
に
付
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

第
五
条
　
第
一
条
に
よ
る
補
償
の
請
求
は
、
公
訴
が
提
起
さ
れ
て
い
る
場
合
に

　
は
、
責
任
の
有
無
の
問
題
を
取
扱
つ
て
い
る
訴
訟
手
続
の
中
で
こ
れ
を
提
起

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
訴
が
提
起
さ
れ
て
い
な
い
場
合
又
は
請
求
が
右

　
の
方
法
で
提
出
さ
れ
な
か
つ
た
場
合
に
は
、
右
請
求
は
犯
罪
に
つ
い
て
の
公

　
訴
を
取
扱
う
か
ま
た
は
責
任
の
有
無
の
問
題
を
最
後
に
取
扱
う
べ
き
裁
判
所

　
に
、
書
面
に
よ
る
申
立
に
よ
り
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
請
求

　
は
、
公
訴
を
提
起
し
な
い
旨
の
検
察
官
の
決
定
を
請
求
人
が
知
つ
た
日
、
ま
た

　
は
判
決
が
下
つ
た
場
合
も
し
く
は
公
訴
が
取
下
げ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
事
件

　
に
お
け
る
終
局
決
定
が
確
定
し
た
目
よ
り
三
ケ
月
以
内
に
、
提
出
さ
れ
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
第
二
条
に
よ
る
補
償
の
請
求
は
、
無
罪
又
は
刑
の
執
行
停
止
の
問
題
が
取

　
扱
わ
れ
て
い
る
訴
訟
手
続
の
中
で
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
請

　
求
が
右
の
方
法
で
提
出
さ
れ
な
か
つ
た
場
合
に
は
、
右
請
求
は
、
最
後
に
当

　
該
事
項
を
取
扱
つ
た
裁
判
所
に
、
右
事
項
に
関
す
る
判
決
が
確
定
し
た
目
よ

　
り
三
ケ
月
以
内
に
、
書
面
に
よ
り
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



　
補
償
の
請
求
を
提
出
で
き
る
訴
訟
手
続
の
中
で
、
申
立
の
内
容
を
第
一
条

ま
た
は
第
二
条
に
よ
る
補
償
の
権
利
の
存
否
の
確
定
に
限
定
す
る
こ
と
を
望

む
者
が
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
老
は
右
の
権
限
を
行
使
で
き
る
．
裁
判
所
は
適

当
と
認
め
る
場
合
．
金
額
決
定
の
問
題
を
右
の
特
別
な
申
立
に
よ
る
審
理
に

ゆ
だ
ね
る
こ
と
も
で
き
る
．
右
の
場
合
に
お
い
て
、
金
額
決
定
の
問
題
は
、

前
二
項
に
規
定
す
る
方
法
と
期
間
に
よ
り
、
第
一
審
裁
判
所
と
し
て
公
訴
の

係
属
し
た
裁
判
所
に
こ
れ
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
補
償
の
要
求
に
関
し
て
、
検
察
官
に
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
検
察
官
は
、
公
益
の
た
め
に
も
訴
訟
を
追
行
す
る
権

利
を
有
す
る
。

第
六
条
補
償
に
関
す
る
請
求
が
、
責
任
の
有
無
の
問
題
を
取
扱
つ
た
訴
訟
手

　
続
外
で
な
さ
れ
た
場
合
、
右
の
請
求
の
審
理
お
よ
び
裁
判
の
際
の
裁
判
所
の

　
構
成
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
公
判
に
お
け
る
判
決
に
適
す
る
構
成
に
つ
い
て

　
定
め
ら
れ
て
い
る
規
定
を
適
用
す
る
．
請
求
が
第
一
条
に
よ
る
補
償
に
関
す

　
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
裁
判
所
が
以
前
に
責
任
の
有
無
の
問
題
に
関
す
る
訴

　
訟
手
続
を
取
扱
つ
て
い
た
場
合
に
は
、
右
の
問
題
に
関
し
て
定
め
ら
れ
て
い

　
る
規
定
が
裁
判
所
の
構
成
に
関
し
て
適
用
さ
れ
る
。
裁
判
所
の
裁
判
は
決
定

　
に
よ
る
。

に
は

そ
の
老
に
対
す
る
権
利
は
国
が
こ
れ
を
取
得
す
る
．

資
料
　
I
b

有
罪
で
な
い
の
に
勾
留
さ
れ
ま
た
は
処
罰
さ
れ
た
者
等
に
対
し
一
定
の
場
合

に
補
償
す
る
こ
と
に
関
す
る
法
律
を
一
部
改
正
す
る
法
律
（
ピ
濃
山
露
5

冨
昌
黄
匡
一
〇
q
o
o
）

第
六
条
　
補
償
に
関
す
る
請
求
が
、
責
任
の
有
無
の
問
題
を
取
扱
つ
た
訴
訟
手

　
続
外
で
な
さ
れ
た
場
合
、
右
の
請
求
の
審
理
お
よ
び
裁
判
に
あ
た
つ
た
裁
判

　
所
は
、
責
任
の
有
無
の
問
題
に
関
す
る
訴
訟
手
続
に
適
用
さ
れ
る
構
成
で
裁

　
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
裁
判
所
が
以
前
に
責
任
の
有
無
の
問
題
に
つ
い

　
て
の
訴
訟
手
続
を
取
扱
わ
な
か
つ
た
場
合
に
は
、
刑
事
訴
訟
手
続
に
お
け
る

　
公
判
で
、
判
決
裁
判
所
の
構
成
に
関
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
規
定
を
裁
判
所

　
の
構
成
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
裁
判
所
の
裁
判
は
決
定
に
よ
る
．

資
料
　
I
c

有
罪
で
な
い
の
に
勾
留
さ
れ
ま
た
は
処
罰
さ
れ
た
者
等
に
対
し
一
定
の
場
合

に
補
償
す
る
こ
と
に
関
す
る
法
律
の
第
二
条
お
よ
び
第
三
条
の
文
言
を
変
更

す
る
法
律
（
［
農
畠
曾
8
暴
お
6
8

第
七
条
　
決
定
さ
れ
た
補
償
は
、
補
償
に
関
す
る
決
定
が
確
定
し
た
後
、
国
庫

　
よ
り
支
払
わ
れ
る
も
の
と
す
る
．

　
　
請
求
人
が
刑
事
損
害
賠
償
と
し
て
他
の
者
よ
り
金
銭
を
要
求
で
き
る
場
合

　
　
　
ス
ウ
ェ
…
デ
ン
に
お
け
る
被
害
者
補
償
制
度

第
二
条
　
拘
禁
ま
た
は
罰
金
の
代
替
刑
の
判
決
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
全
部
ま

　
た
は
一
部
の
執
行
を
受
け
、
か
つ
そ
の
後
に
違
法
な
判
決
に
対
す
る
抗
告
ま

　
た
は
再
審
の
申
立
に
従
い
、
そ
の
者
を
無
罪
に
す
る
判
決
ま
た
は
そ
の
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
　
（
八
九
三
）



　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
に
お
け
る
被
害
者
補
償
制
度

す
で
に
執
行
を
受
け
た
刑
よ
り
も
軽
い
刑
を
科
す
る
判
決
が
宣
告
さ
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
者
は
、
後
に
釈
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
刑
の
全
部
ま
た
は

一
部
の
執
行
を
理
由
と
し
て
公
費
に
よ
る
補
償
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

た
だ
し
、
裁
判
所
の
内
外
に
お
け
る
虚
偽
の
陳
述
も
し
く
は
悪
意
の
自
白
に

よ
り
、
も
し
く
は
故
意
に
自
ら
実
刑
の
判
決
を
受
け
る
よ
う
し
む
け
た
場
合

は
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
条
前
二
条
の
規
定
の
う
ち
、
第
一
条
は
、
未
確
定
の
判
決
に
よ
り
刑
法

　
第
二
八
章
第
三
条
に
定
め
ら
れ
た
処
分
の
執
行
の
た
め
の
施
設
ま
た
は
少
年

　
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
も
し
く
は
軍
事
拘
禁
に
付
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
、
第
二

　
条
は
、
確
定
判
決
に
よ
り
上
記
施
設
に
収
容
さ
れ
ま
た
は
軍
事
拘
禁
に
付
さ

　
れ
も
し
く
は
抑
留
の
執
行
の
た
め
の
施
設
に
収
容
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
、
そ

　
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
．

資
料
　
H

犯
罪
に
よ
る
人
身
被
害
に
対
す
る
公
費
に
よ
る
補
償
に
関
す
る
勅
令
（
一
九

七
一
年
第
五
〇
五
号
）

　
一
九
七
一
年
六
月
一
八
日
ソ
フ
ィ
エ
・
に
お
い
て
公
布
、
一
九
七
一
年
七

　
月
五
目
印
刷

第
一
条
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
内
で
犯
さ
れ
た
犯
罪
又
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
に
住
所

　
を
有
す
る
者
に
対
し
て
王
国
外
で
犯
さ
れ
た
犯
罪
に
よ
る
人
身
被
害
に
対
す

　
る
国
に
よ
る
補
償
金
は
、
本
勅
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
支
払
わ
れ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
　
　
（
八
九
四
）

　
犯
罪
が
警
察
に
告
発
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
補
償
請
求
人
が
右
の
告

発
の
な
さ
れ
な
か
つ
た
妥
当
な
理
由
を
示
し
た
と
き
に
の
み
、
補
償
金
の
支

払
が
な
さ
れ
る
．

第
二
条
補
償
金
は
、
請
求
人
に
対
す
る
補
償
の
必
要
を
審
査
し
た
の
ち
に
支

　
払
わ
れ
る
。
右
の
審
査
に
当
つ
て
、
刑
事
損
害
賠
償
又
は
当
該
被
害
に
も
と

　
づ
き
請
求
人
に
帰
属
す
る
他
の
補
償
請
求
権
が
考
慮
さ
れ
る
。
補
償
金
の
支

　
払
い
は
、
人
身
被
害
に
お
け
る
刑
事
損
害
賠
償
に
関
す
る
一
般
的
規
定
に
よ

　
る
限
度
額
以
下
に
と
ど
め
る
．
苦
痛
及
び
欠
損
又
は
そ
の
他
の
永
続
的
な
傷

　
害
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
の
み
補
償
金
の
支
払
い
が
あ

　
る
。

　
　
第
一
項
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
請
求
人
に
対
す
る
補
償
の
必
要
が
三
〇
〇

　
ク
ロ
ー
ン
未
満
の
金
額
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

　
と
き
は
、
補
償
金
は
支
払
わ
れ
な
い
．

第
三
条
　
補
償
金
請
求
に
関
す
る
事
件
は
、
国
王
が
こ
れ
を
審
査
す
る
。

第
四
条
　
補
償
金
の
請
求
は
、
本
勅
令
に
付
さ
れ
た
書
式
に
従
つ
た
書
面
に
よ

　
り
、
司
法
省
に
こ
れ
を
提
出
す
る
．

　
　
本
法
に
よ
る
請
求
の
記
録
に
は
、
警
察
の
報
告
書
、
判
決
書
、
医
師
の
診

　
断
書
及
び
そ
の
他
審
査
に
必
要
な
記
録
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
警

　
察
の
捜
査
が
行
な
わ
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
被
害
の
発
生
に
関
す
る
他
の
信

　
頼
性
の
あ
る
調
査
結
果
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



　
本
請
求
に
お
け
る
請
求
人
の
陳
述
書
は
．

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

宣
誓
の
上
な
さ
れ
た
も
の
で
な

第
五
条
　
補
償
金
の
支
払
を
受
け
る
者
は
、
補
償
金
の
金
額
を
限
度
と
し
て
、

　
被
害
を
も
た
ら
し
た
者
に
対
す
る
刑
事
損
害
賠
償
の
権
利
を
国
に
譲
渡
し
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
請
求
人
の
経
済
的
条
件
に
照
し
て
、
相
当
な
理
由
の
存
す
る
場
合
に

　
は
、
公
費
に
よ
る
賠
償
決
定
額
に
、
補
償
請
求
に
関
す
る
事
件
の
調
査
費
用

　
及
び
付
添
人
に
対
す
る
報
酬
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
．

　
本
勅
令
は
．
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
発
布
さ
れ
た
原
本
に
従
い
、
勅
令
が
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
法
令
全
書
中
に
印
刷
さ
れ
た
日
よ
り
効
力
を
発
し
、
一
九
七
〇
年
の

末
日
を
す
ぎ
た
後
に
発
生
し
た
被
害
に
適
用
さ
れ
る
．

ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
に
お
け
る
被
害
者
補
償
制
度

六
七

（
八
九
五
）



　　　　　　　　　　　　　　資料III　a

請求人b（氏名，職業／称号，個人番号） 請　　　　求

日　付

（第一面）

郵便住所，電話番号

司法省

103　10　ストックホルム　2

下に注意事項あリ！

犯罪による人身被害を受けた者に対する公費による補償

犯　罪

1場　　所 2時　　間

3犯罪を行なった者の氏名

4犯罪の概要

警察の捜査等

1告発 告発の場所と時間

あ1）

なし

告発しなかつた理由

2犯罪者

起訴されたが有罪判決なし起訴されず

有罪判決を受けた

判決を言渡した裁判所，判決番号（但し，分れば）

被　害

1被害の種類

2医療保護 病院の名称及び診療科名

　　　一　一　甲　一　一　冒　冒　冒　一　甲　璽　曹　一

　　　　　　　　　　　　　　　　一　ロ　ー　O　■　囎　　　　　　　　　冒　一　一　ロ　ロ　ー　甲　一　ロ　曽　　　冒　一　一　一　一　一　一　r　甲　O　■　●　　　　　　　　　　　　　　一　ロ　ー　r　，　響　9　9

受けた

受けなかつた

3第2項以外の場合に

　診療を受けた医師，

　又は歯科医師

称号，氏名，郵便住所，電話番号

　騨　・　，　曹　曹　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　一　一　一　一　一
　　　　　　　　　　　　一　一　一　一　騨　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　一　一　，　ロ　，　　　　　　　　　　　　　ロ　冒　一　ロ　ロ　r　一　一　冒　曹　尊　一　〇　讐　冒　冒　　　　　　　　　一　一　一　璽　一　一

4疾病登録の期間 全登録期間 半登録期間

5
全治しない

残存症状

全治した

6被害による後遺症，

　永続的苦痛

概要

　　一　一　『　一　騨　一　一　冒　一　一　　　　　■　ロ　ー　一　ロ　ー　一　・　冒　冒

　　　　　　　　　　　　　　　冒　冒　一　・　
9　薗　〇　一　〇　冒　一　一　 一　一　一　ロ　ー　一　一　騨　一　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　一　　一　　響　　，　　一　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　一　　〇　　冒　　ロ　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　冒　　一　　ロ

11被害者が未成年の場合は法定代理人が申請する。

横
酷
e
患
粂
脚
曲
隼

注　意

　用紙のスペースが不充分な場合には，その他の情況は

　別紙に記載することができる。

　請求書には警察の捜査報告書，医師の証明書及びその

　他の書類で請求に必要なものを添付する。



（第二面）

経　済　状　態

あなたの経済状態についての情報は地方税務事務所から取寄せます。

1あなたは現金，銀行預金残高，有価証券の形で財産を
　持つていますか

2あなたは不動産の形で財産を持っていますか

はい

いいえ

はい

いいえ

3夫（又は妻）及び同居の子に

　対する扶養義務
扶養義務

あり

子の数と年齢

なし

4生活費扶助支払義務

前の夫（又は妻）に対し

未成年の子に対し

月額

月額総額 子の数と年齢

5所得申告後の経済状態の変動があれば，
　ここにその範囲を示して下さい。

純所得の変化 財産の変化

犯罪による保険金支払等（任意保険があれば，それを活用しなかつた場合にも記入のこと）

A社会保険
1疾病給付D 2生活扶助給付 3休業補償給付

B任意保険
1生命保険，災害保険，年金保険（団体保険も）

会社』名 ハー一一 “… ㎜ 保険番号 給付額

　　■　ロー　ロ　ー　■　響　曹　一　一　騨　甲　一　■o　曹　ロー　一　－　曹o　一　一冒　騨－　，　．　－　曹

・　甲　一　曹　瞳　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　■　一　一　ロ　ー　一

■　■　価　曽　・　一　一　一　，　，　騨　　　　　　　　　　　　　　　　9　－　o　冒　一　．

　　　　■　　－　　o　　o　　一　　一　　9

2刑事損害賠償保険

会社名 保険番号 給付額

　　　　　　　　　　　　■　　■　　一　　冒　　一

C使用者よりの支払
1疾病ローン，疾病年金等1》

1）金額を示すこと。



（第三面）

D被害を負わせた者の

　刑事損害賠償

1刑事損害賠償 請求額 決定額 受領額

請求した

請求せず

決定額を受領しない場合はその理由

刑事損害賠償を請求しなかった理由

E国又は町村からの他の補償
1受領額（例えば施設収容者の犯罪による被害の場合）

保険金支払等（っづき）

補償要求額

1損害にもとづく必要経費
　（必要に応じ別の補充用紙

　を使用のこと） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　甲　一　一　一　－　
曹　一

　　　　　　・　・　響　一　■　・　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　　　　　　　冒　ロ　冒　一　〇　，　冒　響　一　一　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　一　一　一　一　〇

一一一一一一　　　　　　　ロー曹一。■冒。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ冒一一ロー一一一一一ロ曹　ロ，騨，一ロー一冒一冒　　　　　一一冒一一冒冒。一甲，一一一一一。一，一冒一一。－，　　　　　F一一一一，。響一一響　　　　　　，甲甲一■冒－

2逸失賃金

3労働能力の永続的損傷 補償請求の態様 金　額

一時金　　　　　　　　　　　　月払

4苦　痛 5欠損その他の永続的損傷

その他の参考意見及び参考事項

本請求書に述べた事項が真実であることを宣誓する。

本請求の証明のため必要な医師の診療を受ける意志のあることを宣言する。

本請求を審理する機関が医師の診断書を取り寄せ，又私の財産状態について

地方税務事務所より情報を取1）寄せることに同意する。

本請求により取得した補償額を限度として本被害を生ぜしめた者に対する刑

事損害賠償請求権を国に譲渡する。

（請求人の署名）



（第四面）

犯罪の被害者に対する国家補償

　犯罪で被害を受けた者は，或る場合には国費による補償を受けと

ることができる。補償についての規則は，特別な勅令（スウェーデン

法令全諮1971年第505号）にある。

　1．補償を受けられる被害

　補償の対象は，人身被害のみである。人身被害であれば，どのよ

うな犯罪によつて惹起されたものでもよい。犯罪は，スウェーデン国

内で犯されたもののほか，国外にいるスウェーデンに住所を持つ者

に対して行なわれたものでなければならない。被害は，1970年と1971

年の年度がわり以降に起きたものでなければならない。

　補償は，第1に，緊急な経済的必要を補うことを目的とする。補

償は，被害に伴う各種の必要経費，例えば医療費，歯科医療費，個

別的な扶助費用に対して支払われる。更に，休業補償も支払われる。

休業補償は，過去及び将来の損失の双方について支払われるが，将

来の休業補償は，被害が労働能力の永続的欠陥をもたらした場合に

限られる。被害者が死亡した場合には，扶養を受ける権利のある遺

族は，その扶養の損失を理由に補償金を受けることができる。例外

的に，直接には非経済的性質をもつ被害に対しても補償金が支払わ

れる。これは，犯罪が重篤かつ永続的苦痛又は後遺症，身体的欠陥

をもたらした場合である。

　2．どの狸度の補償金が支払われるか

　上記の補償金は，緊急の必要を充すだけのものであ1），被害者を

被害が起らなかったのと同じ状態に戻すことは考えられていない。

　どの程度の補償金を支払うことができるかを判断することが問題

となる場合，被害者又は遺族の収入及び資産状況が考慮される。又，

当該犯罪による刑事損害賠償，同じ理由による公私の保険から支払

われた金額も考慮される。被害者が自己の保有する保険による保障

を完全に要求していることが前提となる。被害者がこれを実行して

いない場合には，その程度に応じ，国からの補償を請求する権利は

減殺される。補償の必要性の評価額が300クローンに達しないときに

は，補償金は一切支払われない。状況がとくに悲惨な，例外的場合

を除き，50，000クローン以上の補償金は支払われない。補償金は，通

常，一時金として支払われるが，定期的な分割払いの決定もできる。

　3．補償金の請求方法

　請求を審査する機関が，早期に補償請求権の形式的要件の存在（犯

罪によつて惹起された被害か否か）について判断できるごとが重要である。

それ故，請求が処理されるためには，警察の捜査が請求手続中に示

されるか，又は請求人が警察へ告訴をしなかつた正当な理由が示さ

れ，事件の経過についての他の信頼できる調査結果が提出される，

必要がある。

　請求書中の陳述は，宣誓の上なされなければならない。すなわち，

不正な陳述を行なつた者は処罰される。

　請求人は，本請求について，法律扶助及び調査費用を受け取るこ

とができる。通常，請求人は自ら請求を行なわなければならない。

請求人が低い経済的状況にある場合，例外的に請求人は，請求費用

について国庫から補償を受けることができる。



資料III　b

請求人P（氏名，職業／称号，個人番号） 請　　　　求

日　付

（第一面）

郵便住所，電話番号

司法省

103　10　ストックホルム　2

下に注意事項あり！

犯罪による人身被害について被害者から扶養される権利のあつた遺族に対する公費による補償

死　者

1氏　　名 2個人番号

3職業，称号 4死亡の日付

5最後の郵便住所

6言諌人の身分関係

犯　罪

1場　　所 2時　　間

3犯罪を行なった者の氏名

4犯罪の概要

警察の捜査等

1告発の場所と時間

2犯罪者

起訴されたが有罪判決なし起訴されず

有罪判決を受けた

判決を言渡した裁判所，判決番号（但し，分れば）

1）遺族が未成年の場合は法定代理人が請求する。

横
鰐
e
φ
粂
楼
鯛

注　意

用紙のスペースが不充分な場合には，その他の情況は

別紙に記載することができる。

請求書には警察の捜査報告書，医師の証明書及びその

他の書類で請求に必要なものを添付する。



（第二面）

口目氷八双U’兀百の旺侃イ入心1』ノ　曳ノ旧羅彫よ旭刀帆彷甲肋1　り月　　」

1あなたは現金，銀行預金残高又は有価証券の形で財産を

　持つていますか

死　者

はい

　　、いいえ

請求人

はい

いいえ

2あなたは不動産の形で財産を持つていますか 死　者

はい

　　、いいえ

請求人

はい

いいえ

3夫（又は妻）及び同居の子に対
　する犯罪の時点での死者の扶

　養義務

扶養義務 子の数と年齢

なし　　　　口捌

4犯罪の時点での死者の生活費

　扶助支払義務 前の夫（又は妻）に対し

未成年の子に対し

月　　額

月額総額 子の数と年齢

5所得申告後の経済状態の変動があれば，ここにその範囲

　を示して下さい。

純所得の変化 財産の変化

経　済　状　態

請求人及び死者の経済状態についての情報は地方税務事務所から取1）寄せます。

肥非1｝」、O休映立又仏マ肱忌体陳刀のイし1肉て4しτ‘口用し6　　　卯口

A社会保険
1疾病給付1） 2生活扶助給付． 一 ＿．

3．｛木業辛甫｛賞糸合イ寸　　　　　　　一

B任意保険
1生命保険，災害保険，年金保険（団体保険も）

会社名 保険番号 給付額

・　9　，　騨　一　　　　　　　　　　　　一　■　一　●　一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　一　一　冒　o　　　　　　騨　一　一　一　一　・　冒　冒　・

一　一　一　一　一　冒　冒　o　一　一　璽　・　一　　　ロ　冒　冒　一　冒　●　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　冒　o　一　一　辱

　　　一，一一ロ，o甲冒一冒曾　■　g　　　　　　　o甲一一冒o

騨層一一。。，一層冒，　　一一一一，。響冒層一。。響冒一一　　。一騨一冒一曹甲ロ冒

2刑事損害賠償保険

会社名 保険番号 給付額

一　冒　一　曹　o　曹　・　一　甲　一　一　一　一　〇　冒　■　・　甲　　　　　ロ　冒　o　冒　，　一　， 9一冒一■璽甲　　　　　　　　一冒冒一。一一一。一。9一一一

C使用者よりの支払
1疾病ローン，疾病年金等D

犯罪による保険金支払等（任意保険があれば，それを活用しなかつた場合にも記入のこと）

D金額を示すこと。



（第三面）

保険金の支払等（つづき）

C使用者よりの支払
1遺族年金，その他n

D被害を負わせた者の刑事損害

　賠償

1刑事損害賠後 請求額 決定額 受領額

請求した

請求せず

決定額を受領しない場合はその理由

刑事損害賠償を請求しなかつた理由

E国又は町村からの他の補償
1受給額（例えば施設収容者の犯罪による被害の場合）

響甲　曹　一　一　，　一　．　一｝　一　曹　一　〇　ロ　，　■　一一一　■　曹　－　　　一　一　冒一　一　一　●　●　一　一　一　騨　o　冒　一一　一　〇一一　甲，一　一　辱　●　冒　冒　冒　一一　一　，曹　o　冒一ρ　一　■　甲　－　■　ρ　ロー　一　甲，　一　一冒　冒　曹一一　一　〇一　一　一一　甲　，　，　－　一響　一一一　■　〇　一　一　一　一　辱　，　一　齢　■　．　一一　一　甲　響層　冒　－　　　　　辱　一　曹O　－　一一　冒　響　響　”　一　9　■　一　一　一　一

補償要求額

1扶養の喪失 1補償請求の態様

　　一時金 Eコ月払
金額

その他の参考意見及び参考事項

本請求書に述べた事項が真実であることを宣誓する。

本請求を審理する機関が医師の診断書を取寄せ，又私の財産状態について

地方税務事務所より情報を取寄せることに同意する。

本請求により取得した補償額を限度として本損害を生ぜしめた者に対する

刑事損害賠償請求権を国に譲渡する。

（請求人の署名）



（第四面）

犯罪の被害者に対する国家補償

　犯罪で被害を受けた者は，或る場合には国費による補償を受けと

ることができる。補償についての規則は，特別な勅令（スウェーデン

法令全書1971年第505号〉に才）る。

　1。補償を受けられる被害

　補償の対象は，人身被害のみである。人身被害であれば，どのよ

うな犯罪によつて惹起されたものでもよい。犯罪は，スウェーデン国

内で犯されたもののほか，国外にいるスウェーデンに住所を持つ者

に対して行なわれたものでなければならない。被害は，1970年と1971

年の年度がわ1）以降に起きたものでなければならない。

　補償は，第1に，緊急な経済的必要を補うことを目的とする。補

償は，被害に伴う各種の必要経費，例えば医療費，歯科医療費，個

別的な扶助費用に対して支払われる。更に，休業補償も支払われる。

休業補償は，過去及び将来の損失の双方について支払われるが，将

来の休業補償は，被害が労働能力の永続的欠陥をもたらした場合に

限られる。被害者が死亡した場合には，扶養を受ける権利のある遺

族は，その扶養の損失を理由に補償金を受けることができる。例外

的に，直接には非経済的性質をもつ被害に対しても補償金が支払わ

　どの程度の補償金を支払うことができるかを判断することが間題

となる場合，被害者又は遺族の収入及び資産状況が考慮される。又，

当該犯罪による刑事損害賠償，同じ理由による公私の保険から支払

われた金額も考慮される。被害者が自己の保有する保険による保障

を完全に要求していることが前提となる。被害者がこれを実行して

いない場合には，その程度に応じ，国からの補償を請求する権利は

減殺される。補償の必要性の評価額が300クローンに達しないときに

は，補償金は～切支払われない。状況がとくに悲惨な，例外的場合

を除き，50，000クローン以上の補償金は支払われない。補償金は，通

常，一時金として支払われるが，定期的な分割払いの決定もできる。

　3．補償金の請求方法

　請求を審査する機関が，早期に補償請求権の形式的要件の存在（犯

罪によつて惹起された被害か否か）について判断できることが重要である。

それ故，請求が処理されるためには，警察の捜査が請求手続中に示

されるか，又は請求人が警察へ告訴をしなかつた正当な理由が示さ

れ，事件の経過についての他の信頼できる調査結果が提出される，

必要がある。

れる。これは，犯罪が重篤かつ永続的苦痛又は後遺症，身体的欠陥一一一一請求書中の陳述は，宣誓の上なされなければなら ない。すなわち，

をもたらした場合である。

　2．どの程度の補償金が支払われるか

　上記の補償金は，緊急の必要を充すだけのものであり，被害者を

被害が起らなかったのと同じ状態に戻すことは考えられていない。

不正な陳述を行なつた者は処罰される。

　請求人は，本請求について，法律扶助及び調査費用を受け取るこ

とができる。通常，請求人は自ら請求を行なわなければならない。

請求人が低い経済的状況にある場合，例外飽に請求人は，請求費用

について国庫から補償を受けることができる。


